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人
レ
Ｆ

Ｕ

ｔ
λ

第
５
０
０
回

俳
句
会

コ

ム
ク
ラ
プ
の
俳
句
会
も
今
月
で

５
０
０
川
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
。

一
同
は
記
念
す
べ
き
と
き
に
席
を

同
じ
く
す
る
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、

吟
行
会
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
。

万
博
公
園
の
日
本
庭
園
に
行
先
を

定
め
、
春
雨
の
巾
を
散
策
、
庭
園

の
中
の
静
け
さ
を
潤

喫
し
一
旬
一

句
と
沓

き
止
め
後
々
の
句
会
へ
と

持
ち
帰
る
。

日
本
庭
圃
五
卜
年
経
し
春
し
ぐ
れ

チ
ケ
ッ
ト
に
太
隔
の
塔
壽
の
空

春
嵐
バ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
大
恐
慌

小
杉
一
夫

大
空
に
風
を
残
し
て
凧
ド
ろ
す

穏
や
か
な
空
広
が
り
し
凧
Ｌ

が
る

い
つ
し
か
に
淡
雪
と
な
る
窓
の
外

『
コ

ピ
ッ
ト
1
9』
地
蜂

春
疾
風

揺 林

春
泉

る
が
す

春
夕
焼

白
鳳

の
鐘
岬
（
ひ
ぴ
）の
黙

（
も
だ
）

本
棚
に
掛
け
る
梯
子
や
菜
の
花
忌

中
野
啓
ｆ

山
菜
英
（
さ
ん
し
ゅ
ゆ
）の
花
の
句
会

や
．Ｅ孔・百
回

車
椅
子

の
義
姉
の
肩

ご
し
木
の
芽

花 風
の
名
を
何
時
も
聞
か
る
る
幣
辛

夷
（
し
で
こ
ぷ
し
）

木
村
美
恵
ｆ

春
雨
の
万
博
句
会
五
百
回

存
時
雨
無
人
の
ベ
ン
チ
真
新
し

初
鴨
の
番
の
後
に
波
一
Ｊつ

鈴
木
勒
資

肩
先
に
傘
の
雫
や
春
の
宵

啓
飴
の
空
青
々
と
背
伸
び
す
る

朝
ま
だ
き
水
辺
に
遊
ぶ
鳥
も
本

森
本
礼
ｆ

太
陽
の
塔

。
句
抱
き
て
梅
林
に

五
丙
回
記
念
の
句
座
や
木
の
芽
雨

百
歳
の
算
段
た
の
し
涅
槃
の
日

田
辺
督
旺

亀
鳴
く
を
聞
か
む
と
入
り
し
笹
生

（
う
）か
な

乗
込
（
の
つ
こ
み
）の
沢
音
に
彩
走
り

け
り

切
株
の
柘（
す
わ
え
）に
湛
ふ
春
時
雨

浜
口
高
ｆ

以
上
、
浜
口
高
子
記

四
月

の
兼
題
は
「
桜
蕊
」
「
桜

蕊
降
る
」
で
す
。

ぞ

第
５
０
１
酉

俳
句
会

昨

年

よ

り

徐

々

に
万

延

し
て

き

た

新

型
コ

ロ

ナ

ウ
イ

ル

ス

が
四

月

に

な

っ
て
一
層

感

染

が
広

が
っ
て

き
た
．

五
．自
一
回

目

の
Ｃ
Ｏ
Ｍ

俳

句

会
は

．

窓

を

開

け
放

ち

全
貝

が

マ
ス

ク
を

し

て

の
句

会

と
な

っ
た
．

四

月

の

簾

題

は

「

桜

蕊

降

る

」

『
桜
蕊

』
で

あ
る

、

花
蕊
降
る
祇
園
精
舎
の
餓
の
声

湧
き
水
に
桜
蕊
降
る
伊
吹
山小

杉

．
夫

風
あ
れ
ば
風
に
従
ふ
花
吹
雪

花
吹
円
あ
つ
け
ら
か
ん
と
風
に
舞
ふ

林

春
泉

御
室
御
所
踏
石
に
降
る
桜
蕊

抒
丹
よ
し
佐
保
川
曲
る
花
筏中

野
啓
子

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
呑
み
込
む
蜃
気
楼

璽
き
世
に
壽
の
満
月
さ
く
ら
色

木
村
美
恵
’ｒ

夕
日
射
し
御
堂
の
屋
根
へ
桜
蕊

園
児
等
の
予
に
１
に
如
雨
露
存
の
や

鈴
木
勘
資

愛
で
ら
れ
ず
散
り
ゆ
く
花
や
コ
ロ
ナ

の
渦
中

水
盤
の
花
弁
一
枚
春
惜
し
む森

本
礼
7
.

人
杜
の
日
思
ひ
出
深
し
フ
リ
ー
ジ
ヤ

杖
つ
い
て
隣
の
桜
眺
め
け
り田

辺
督
旺

一
令
和
元
年
度
団
地
組
合
臨
時
総
会
を
開
催

令
和
元
年
度
臨
時
総
会
を
２
月

1
4
H
匍

午

後

４

時

か

ら
ヽ
Ｃ

Ｏ

Ｍ

ぐ

３
号
館
５
隋
会
議
室
で
組
合
員
数

－

１
７
名
の
う
ち
１
０
０
名
（
委

任
状
、
書
面
議
決
書
を
含
む
）
の

出
席
を
得
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

俣
野
理
嘔
長
は
挨
拶
の
後
、
議

長
に
選
任
さ
れ
、
議
案
の
審
議
に

入
り
ま
し
た
。

第
１
号
幽
案
　
令
和
元
年
度
上
期

定
額
賦
課
金
の
一
部
返
戻
並
び
に

ド
期
定
額
賦
課
金
の
徴
収
免
除
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

八
木
専
務
理
事
は
、
「
平
成
2
6

年
度
よ
り
共
同
事
業
施
設
の
修
繕

費
用
の
増
加
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
投
資
に
対
応
す
る
た
め
、
定
額

賦
課
金
１
口
に
つ
き
、
上
期
に
徴

収
し
た
１
２
。
５
０
０
円
の
う
ち

半
額
６
。
２
５
０
円
を
返
戻
し
、

下
期
の
徴
収
予
定
分
１
２
。
５
０

０
円
に
つ
い
て
は
全
額
免
除
に
し

た
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

議
増
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同

組
合
理
事
会
を
開
催

第
３
９
３
回
理
事
会
を
３
月
1
0

H
㈹
午
後
ｏ

時
3
5分
か
ら
ｃ
ｏ

Ｍ

３
９
館
５
階
役
員
会
議
宅
で
開
催
、

次
の
６
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

節
！
廿
粛
案
　

第
5
6回
通
常
総
会

開
催
口
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件節
２
り
議
案
　
総
務
・
長
期
計
画
・

交
通
委
員
会
の
委
員
補
充
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

節
３
号
議
案
　
コ
ム
ア
ー
ト
交
通
㈱

よ
り
の
借
入
金
肖
借
人
れ
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案
　

箕
面
市
船
場
東
３

ｒ

目
1
0番
１
（
旧
健
保
跡
地
）
の

上
地
一
部
を
売
却
す
る
こ
と
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
５
９
’議

案
　

組
合
貫
の
異
動
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

躊
り
ロ
ヘ
飛
び
石
拾
ひ
ゅ
く
朧

桜
蕊
巻
ぎ
ｈ
げ
水
車
励
み
け
り

浜
口
高
ｆ

以
Ｌ
．
浜
口
高
子
記

五
月
の
兼
一

は
「
み
ど
り
の
日
」

で
す
。

●

５
０
０
同
俳
句
会

★

★

★

★

★
★

★

★

★

★

組
合
通
常
総
会
、

荷
主
会
定
時
総
会

開
催
の
お
知
ら
せ

第
5
6回
人
阪
船
増
繊
維
卸
商

団
地
協
同
組
合
通
常
総
会
を
５

月
2
9日
向
午
後
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号

館
５
階
会
議
室
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

ま
た
同
口
、
第
4
3回
船
場
繊

第
６
廿
議
案
　
大
阪
人
学
の
Ｃ
Ｏ

Ｍ
バ
ス
利
用
に
係
る
合
意
書
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

船
場
繊
維
団

地
振
興
株
式
会

社

取
締
役
会
を
闘
催

第
２
１
１
∴
凹
取
締
役
会
を
３
月

1
0日
向
正

午

か
ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
１

館
５
階
役
員
会
議
室
で
開
催
し
、

次
の
３
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
一

り
議
案
　
令
和
元
年
６
月
Ｉ

ロ
～
令
和
２
年
２
月
2
9日
ま
で
の

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
の
件

第
２
り
議
案
　
箕
面
巾
船
場
束
３

丁
目
1
0番
１
（
旧
健
保
跡
地
）
の

土
地
一
部
を
大
阪
船
増
繊
維
卸
商

団
地
協
同
組
合
か
ら
購
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
り
議
案
　
株
主
名
義
変
史
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

コ

ム

ー
ア

ー
ト

ー
ヒ
ル

連
合

ブ
ロ
ッ
ク
会
令
和
２
年
総
会
を

開
催第

4
5同
コ
ム

ー
ア
ー
ト

ー
ヒ
ル

連
介
ブ
ロ
ッ
ク
会
総
会
は
、
２
月

1
4日
南
団
地
組
合
の
臨
時
総
会
終

了
後
．Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
廿
館
５
階
会
議

室
で
．
会
員
総
数
１
０
９
名
の
内

維
団
地
荷
主
会
定
時
総
会

も
開
催
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
議
案
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
別
途
お
知
ら
せ
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｋ
行

事

予

定
（

令

和
二

年

）

29 26 19 ８ 日

||｜
吏
|||

予

竃

６
月

日９1８23

予
　

竃

’ｔ
爾

理
事
長
会

君
合
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

ｃ
ｏ

Ｍ

倶
楽
部
躍

事
会
・

総
会
・
茶
話
会

第
Ｉ

プ
ロ
ッ
ク
会

第
ａ

ブ
ロ
ッ
ク
会

素
３

ブ
〔
〕
ツ
ク
会

素
４

ブ
ロ

ッ
ク
会

会

｀
肝
瓢
員
会

教
育
孚
・
一

事
会
・

剛

ぽ

｛
日
程
未
定
｝
交
通
安
命
嚢

習
合

康
尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影

響
に
よ
り
行
軍
予

足
が
中
止
・
延
期
・

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承

下
さ
い
。

7
0名
の
出
席
を
得
て
、
開
催
し
ま

し
た
。

竹
内
連
合
ブ
ロ
ッ
ク
会
会
長
は
、

挨
拶

の
後
、
議
艮

に
選
任
さ
れ
、

次
の
２
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
。

そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
淘
に
つ
い

て
な
お
、
第
１
号
議
案
の
令
和
元

年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
会

計
幹
事
・
星

加
氏

（
星

加
商
店
）

か
ら
、
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
別
室
に
移
勁
し
、

竹
内
会
長
の
乾
杯
に
よ
り
団
地
組

合
、
連
合
ブ
ロ
ッ
ク
会
合
同
で
懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
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荷
主
会

Ξ
部
会
情
報
交
換
会
を
開
催

荷
主

会

は
３
月

”一
口
和
正

午

か

ら
ヽ
二
部
会
（
最
販
店
・
紹

貨
店
・

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
愉
報
交
換
会
を
開

催
し
、
水
本
会
長
・
津
田
幹
事
長
を
は

じ
め
役
員
・
委
員

等
７
名

が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

各
部
会
か
ら
共
通
し
て
い
る
悄
報

と
し
て
、
昨
秋
の
消
費
税
増
税
に
よ

る
売
上
減
少

、
そ
の
後
暖
冬
の
影
響

に
よ
る
秋
冬
物
衣
料
の
不
振
、
そ
れ

に
加
え
て
２
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
前
年
同
月
対

比
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

物
洸
に
つ
い
て
は
、
中
国
か
ら
の
入

荷
が
減
少
し
て
い
る
、
又
、
売
れ
歿
っ

た
秋
冬
物
衣
料
の
保
管
ニ

ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。

案
界
全
般
と
し
て
、
中
国

。
岡
依
存

は
危
険
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
等
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
が
必
要
で
あ
る
等
々
活
発
な

悄
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春

の

慰

霊

垣

法

要

を

巌

か

に

実

施
４
月
1
6
‥‥‥
内

、

滋
賀

県
人

津
市

の

比

叡
山

延
暦

寺
大

震
園

に

お
い
て

恒

例

の
慰
霊

祭
が
営

ま
れ

ま
し

た
。

今
同

は
昨

今
の

新
型

コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
の
彫

響
も

あ
り
、
代

表

し
て

組

合

役

員
と
斬

合
祀

者
の

一
部

遺
族

の

み

参
加

の
小

規
模

な
形

で
行

わ
れ

ま

し
た
。

午
前
1
1
時
か
ら
、
慰
礎
塔
前
に
て
、

今

回
新

た
に
合
祀

さ

れ
た
４
柱

を
加

え

た
２

６
３
柱

の
物
故

者
法

要

が
比

叡
山
延
暦
寺
執
行

小
堀
光
賞
大
僧
正

を

は
じ
め
３

名
の
式

衆

が
ご
出

仕
さ

れ
、
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新

た
に
合

祀

さ
れ
た
物

故
者

は
次
の
通
り
で
す
。

○
平
成
3
1
年
１
月
2
3
口
没

井
戸

端
公
男
霊
位

（
お
た
ふ
く
手

袋
㈱
）

○
平
成
3
1
年
２
月
６
口
没

米
田

溥
霊
位

（
㈱
ナ
ス
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

○
令
和
元
年
８
月
1
9
口
没

井
上
裕
建
霊
位

（
㈱
井
野
屋
）

○
令
和
元
年
1
0
月
2
0
口
没

山
根
功
一
尺
霊
位

（
山
根

エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
㈱
）

組合員の会社訪問

両

期

的

な

総

合

物

流

シ

ス

テ

ム

で

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

を

最

大

限

に

サ

ポ

ー

ト

船
場
東
に
3
0
0
0

坪
、
７
隋

建
て
自

社
倉
庫

を
展

開
す
る
株
式
会
社
エ
サ
カ
サ
ー
ピ
ス
。
顧
客
の
中
心
は
、
年

商
5
0
0
0

万
～
5
0
億
企
業
だ
が
、
「
顧
客
の
成
長
が
自
社

の
成
長

」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
小

規

模
企
業

が
利

川
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
す
る
。

特
徴
は
、
そ
の
料
金
シ
ス
テ
ム
。一
般
的

な
貸
倉
庫
の
蝸

合
、

「
入
出

庫
料
十
保
管
料
十
運
賃
」
。
個
々
に
在
庫

期
間
の
違

う
商
品
で
は
、
期

問

・
動
向

が
読
め
な
い
た
め
。
既
存
の

算
出
方
法
で
は
倉
庫

費
の
総
額
が
予

想
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
当

社
で
は
、
い
ち
早

く
一
定
料
率
の
予
数
料
だ
け
を
請

求
す
る
料
金
シ
ス
テ
ム
を
導

人
。
「
出
庫
数

（
販
売
数
）
×

一
定
粁
率
に
よ
る
手

数
料
」
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
算

出
法

で
、
販
売
数

さ
え
わ
か
れ
ば
月
毎

の
倉
庫
費

を
事
前
に
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に

し
た
。

ピ
ッ
キ
ン
グ
、
人
出
庫
。
配

送
等
も
代
行
、
Ｉ
Ｔ
管
理
や

ネ
ッ
ト
通
販
に
も
対
応
し
。
多

様
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

株式会社エサカサービス

法
律
・
労
務

相
談
所

令

和

２

年

４

月

１

日

か

ら

施

行

さ

れ

る

「

労

一

一

串

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

」

◆

賃

金

消

滅

時

効

延

長

等

に

闘

す

る

リ

ー

フ

レ

ッ
ト

が

公

表

さ

れ

て

い

ま

す

。

令

和

２

年

４

月

１

日

か

ら

練

行

さ

れ

る

「
労

冊

基

準

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

」
に

つ

い

て

４

月

１

日

、
犀

生

労

働

雀

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

改

正

労

魯

基

準

法

に

伴

う

新

し

い

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

等

を

公

表

し

ま

し

た

。

【
賃

貪

辱

消

滅

恥

効

延

晨

に

つ

い

て

】

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

で

は

、
す

ぺ

て

の

労

働

者

を

対

象

に

、
次

の

ａ

つ

が

延

艮

さ

れ

る

と

し

て

い

ま

す

。

①

賃

金

請

求

権

の

消

滅

時

勣

期

間

の

延

長

２

０

２

０

年

４

月

１

日

以

降

に

支

払

期

日

が

到

来

す

る

全

て

の

労

働

者

の

賃

金

購

求

権

に

つ

い

て

の

消

滅

時

効

期

閥

を

賃

金

支

払

期

日

か

ら

５

年
（
こ

れ

ま

で

は

２

年

）
に

延

長

し

つ

つ

、
当

分

の

間

は

そ

の

期

間

は

３

年

と

な

り

ま

す

。

な

お

、

返

一

金

爾

求

権
（
現

行

５

年

）
な

ど

の

消

滅

蒔

効

朋

間

な

ど

に

変

更

は

あ

り

ま

せ

ん

。

②

賃

－

酋
岫

間

の

延

長

事

業

蕎

が

保

存

す

べ

き

賃

金

台

帳

な

ど

の

記

録

の

保

存

期

間

に

つ

い

て

、
５

年

に

延

長

し

つ

つ

、

当

分

の

陶

は

そ

の

期

間

は

３

年

と

な

り

ま

す

。

②

付

加

金

の

爾

求

期

間

の

延

長

２

０

２

０

年

４

月

１

日

以

降

に

、
飼

増

賃

金

等

の

支

払

が

さ

れ

な

か

っ

た

な

ど

の

違

反

が

あ

っ

た

場

合

。
付

加

金

を

購

求

で

き

る

期

間

を

５

年

（
こ

れ

ま

で

は
ａ

年

）
に

延

長

し

つ

つ

、
当

分

の

間

は

そ

の

期

間

は
ａ

年

と

な

り

ま

す

。

【
改

疋

労

働

毎

串

法

等

に

闘

す

る

Ｑ

＆

Ａ

】

上

配

項

目

に

間

す

る
1
2

の

Ｑ

＆

Ａ

が

収

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

詳

細

は

、
下

記

リ

ン

ク

先

に

て

ご

確

暉

く

だ

さ

い

。

「

労

働

基

串

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

に

つ

い

て

」

ｈ
t
tｐ

ｌ
;
I
X
ｗ
ｗ

ｗ
.
m
h
l
ｗ
.
９
０
‐
j
p
lｓ
t
f
yｓ
＠
Ｉｌ
ａ
ｋ
ｕ
n
l

tｓ
ｕ
l
tｓ
y
ｂ
ｕ
ｎ
ｙ
ａ
/
０
０
０
０
１
４
８
３
２
２
＿
０
０
０
３
７
.
ｈ
t
m
l

関

酉

労

務

管

理

研

究

所

〒 ５ ６ ２- ０ ０ ３ ５

大 阪 府 箕 面 市 船 場 東 ２･74

TEL 072, ７ ２ ６- ２ ９ ３ １

Ｆ ＡＸ ０ ７ ２- ７ ２ ６-2919

httrx// ｅｓｊ《ａ-ｓａ ｖｉｃａ ｃ０,ね/

増 山 貞 雄

1986( 昭 和61) 年6 月

1,６ ０ ０ 万 円

各 種 商 品 の ピ ッ キ ン グ 、

入 出 庫 、 保 管 、 各 種 ア ソ ー ト

そ の 他 流 通 加 工 全 般

( 株) ク ー リ ア 、

( 株) キ ャ ロ ッ ト カ ン パ ニ ー 、

(有) ア ラ ン ジ ア ロ ン ソ

地所 在

Ｕ　Ｒ　Ｌ

代表取締役

業

金

容

ム
創
資

事

主要取引先

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載科無科）しています．ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代〉団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください．ｊ訪問企Ｔ讐集中!
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●十 ｉ 十 劉 漸　　　　　　　　 目薔者：大谷歯科箕面診療所院長 大谷朋弘佐ｔ ●

新型コロナウイルスに関しておしえてください

４月７日新型コロナウイルス感染症の拡大に対して緊急事態宣言が発令されました｡戦後最大の医療および経済危機に

直面しています｡そもそも感ｇy霖の終息には効果的な農が開発されるか､ワクチンの接種による抗体によって防御する方法

が有効です｡しかし､そのどちらも現在では開発途中で､安全に人体に投与できる段階にはありませんので､出来るだけ感染

をしないように努める必要があります｡昨年末より､新型コロナウイルス感染症に対しての注意喚起がなされていたため､こ

の冬のインフルエンザ薦ぬ痙は例年に比べ極めて低い水準で推移しています｡ やはり｡日々のマスク装着､ 手洗い､うがい

などが予防に役立っていることｶl考えられます｡イソジンＳや市販のうがい菓でも新型コロナウイルスの活動を不活性化す

ることが分がり てきたので､マスク､手洗い､うがいを励行してください。

(Ξl

＆

４

う
こ

Ｉ
・り

ぶ

il

１ 。

わくわくする「リア ル 」な 瞬 間をつくる

事前登録制で、「定期預り（わんばくらんど）」
「一時預り」「プログラム　わくわく1」などが利用
できる施設。無料開放の「おやこのスペース」の時
間も。ベテランスタッフが企画･ 運営し。家ではでき
ないダイナミックなあそぴや友善との閲わり、目から
ウロコ１の体験プログラムなど、“他とはちょっと
違った艮年齢のあそぴ空間゛を体験できます。大人
も参加できるイベントもφ愚中1 詳しくはHpをご覧く
ださい。
（現在は活動自粛中）

1凝ｍ ｍ
●

・‘Ｊ
●

白i

さまざまな軸 で岫 きが取れ仙 囁か徊 れませÅ｡ 砂 層《

秀力を蜘 怖 貳 すくそこで次の皿が鵬加1 るときを曹づています。
AＢ型

ｴ ネJW 一場 皿 自四 いを発 ず入れ

本当に參要なことこ鯵章を徊 ずる人１ を選んでＵ ｇ 運 気上昇。
6型

６ 尊ち●かな 噂 皿 竃昧ある剱らぎのとき

全ては うま《1り ていＺす｡大きく勇 呼 吸して自 創 こできることを。
○型

自然j すが芭し4七塚t刄tヽ
。

ゎて ｔ 彦えるよ!J

自分の良tｔこ夕こフォーカスして､あなたとtＷ
A 型

所 在 地 ／箕耳市船場輦２･５４７ ＣＣＳ ３ 号館２Ｆ ，ｌ

TＥＬ・FA ｘ ／ ０７２,７３７･８ １０９

携 帯 ／ ０７０-５６５ａ４ ２８７

運 富 ／ ＮＰＯ 法 人 Ｍｇ ＴｙＴiｍｅ
対象は１ 繍半～小学 ６ 年生

訪 問 企

Ｔ 讐

集 中!

●● ● ● ● 嘸 丁 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● 丁 ● ● ● ●
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